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議事の説明について 

 

 

(1) 報告事項 

ア 南北海道定住自立圏共生ビジョン懇談会設置要綱の一部    資料１ 

改正について 

    新旧対照表に記載のとおり，委員の任期を２年とする一部改正を行い，

令和２年５月１６日付けで施行されました。 

イ 南北海道定住自立圏共生ビジョン懇談会委員の就任につ    資料２ 

いて 

   令和２年５月１６日付けで，名簿に記載の皆様に委員にご就任いただきま

した。任期は２年となっております。 

 ウ 第２次南北海道定住自立圏連携事業の進捗状況について    資料３ 

    現在の共生ビジョンには，３つの政策分野に７つの連携項目を設け，さら

に１１の区分に１９の事業が登載されております。 

この１９の事業について，現状値（令和元年度の取組実績等）をもとに，

目標値に対する進捗状況を記載しております。 

  令和２年度の進捗状況については，新型コロナウイルス感染症の影響等

により，ＫＰＩが目標値を下回っているものもありますが，概ね目標値を

達成または，達成に向けて推移している状況となっております。 

  各事業の詳細につきましては，資料をご覧ください。 

 

(2) 協議事項 

ア 座長の選任について 

  座長については，南北海道定住自立圏共生ビジョン懇談会設置要綱第５

条２の規定により，委員の互選により定めることとされておりますが，今

回の懇談会は書面開催であることから，事務局から案をお示ししたうえで，

委員の皆様に互選していただきたいと考えております。 

つきましては，北海道教育大学函館校で地域研究・政治学などをご専門

とされ，江差町総合戦略検証委員会委員長を務められるなど，地域の活性

化に取り組んでおられます古地准教授に座長をお願いすることをご提案い

たしますので，承認の可否につきまして，別記様式によりご提出をお願い

いたします。 

  また，副座長については，同規定により，座長が定める委員をもって充

てることとされておりますので，後ほど，選定された座長からご指名いた

だき，書面開催の結果とあわせて，ご報告させていただきます。 
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イ 第２次南北海道定住自立圏共生ビジョン第２回変更（案）   資料４ 

  について 

  令和元年度の南北海道定住自立圏共生ビジョン懇談会等でいただいたご

意見等を踏まえ，新規事業の追加，既存事業のＫＰＩの変更および文言修

正等を行いました。 

  第２次南北海道定住自立圏共生ビジョン（第１回変更）からの変更点は，

資料に朱書きで記載しておりますので，ご意見等ございましたら，別記様

式によりご提出をお願いいたします。 

  主な変更点は以下のとおりです。 

 

ページ 変更内容 変更理由 

 11 【「４ 圏域の概要」中，「（４）

個別分野の概要」】 

ウ 産業振興 

当圏域における観光入込客数

は，平成 28 年度の北海道新幹線

の開業効果も落ち着き，平成 29

年度は前年度比で減少しました

が，平成 30 年度以降はわずかな

がら増加に転じており，今後さ

らに観光客を呼び込むために

は，当圏域における周遊観光の

促進など広域的な取組が必要で

す。 

一方，当圏域における平成 29

年度以降の観光入込客数に占め

る宿泊者数の割合である宿泊者

率は，前年度比で減少が続いて

おり，今後も，宿泊数を増加さ

せ，消費単価を上げるための滞

在型観光・広域観光に注力する

必要があります。 

また，外国人観光客について

は，近年大幅な増加傾向にあ

令和元年度の状況を踏まえた内

容に修正いたしました。 

北海道の調査によりますと，当

圏域の観光入込客数が微増となっ

た要因としては，韓国，香港の社

会情勢の変化や新型コロナウイル

ス感染症の世界的な流行拡大に伴

い外国人観光客が大きく減少した

ものの，函館市へのクルーズ船の

寄港回数の増加や，「道の駅上ノ

国もんじゅ」等の観光施設への訪

問客が増加したこと等が挙げられ

ております。 
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り，当圏域においては，台湾か

らの観光客が大半を占めている

状況でしたが，令和元年度は前

年比で約 15％の減少となり，新

型コロナウイルス感染症の世界

的流行の影響と考えられます。

今後は，国際的な人の往来の再

開状況を注視しながら，外国人

観光客の誘致について検討をし

ていく必要があります。 

15 

19 

【「６ 定住自立圏形成協定に基

づき推進する政策分野と施策の

体系」および「７ 具体的取組

内容と成果指標」中，「（１）生

活機能の強化」】 

ア 医療 

③医療従事者の確保・養成 

・新規事業の追加 理学療法士

および作業療法士の養成支援 

函館市医師会看護・リハビリテ

ーション学院への運営補助，奨学

金による学生への支援により，理

学療法士および作業療法士の育

成・確保が図られ，圏域の医療体

制の充実に資する事業であること

から，新規事業として追加いたし

ました。 

15 

26 

【「６ 定住自立圏形成協定に基

づき推進する政策分野と施策の

体系」および「７ 具体的取組

内容と成果指標」中，（２）結び

つきやネットワークの強化】 

ア 地域公共交通 

①圏域内における公共交通手段

の維持および確保等 

・新規事業の追加 ＪＲ函館本

線沿線の地域公共交通の維持・

確保 

2030 年度末に予定されている

北海道新幹線の札幌開業に伴い，

ＪＲ北海道から経営分離される函

館本線沿線の地域公共交通の確保

等に向けた取組により，圏域の公

共交通の強化に資する事業である

ことから，新規事業として追加い

たしました。 

15 

28 

【「６ 定住自立圏形成協定に基

づき推進する政策分野と施策の

体系」および「７ 具体的取組

内容と成果指標」中，（２）結び

つきやネットワークの強化】 

ウ 地域内外の住民との交流・

事業名については，地域住民と

の交流を図り，地域の国際化を推

進するという観点からは，「外国

人住民受入体制の整備」とするこ

とがより適切であることから，変

更いたしました。 
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移住促進 

①圏域における国際課の推進 

・事業名の変更 留学生受入体

制の整備 ⇒ 外国人住民受入体

制の整備 

・ＫＰＩの変更 「留学」の人

数 ⇒「技能実習」の人数 

また，本事業のＫＰＩとして

は，今後，人数を大幅に増やして

いくことが難しく，受け入れてい

る市町村も限定されている「留

学」の在留資格区分の人数より

も，近年増加している「技能実

習」の人数とすることがより適切

であることから，変更いたしまし

た。 

16 【「７ 具体的取組内容と成果指

標」中，「（１）生活機能の強

化」】 

ア 医療 

①初期救急医療体制の充実 

夜間急病センターの運営支援 

・ＫＰＩの変更 函館夜間急病

センター利用者数 ⇒ 函館市夜

間急病センター開設日数の維持 

本事業のＫＰＩとしては，年間

を通じた夜間の初期救急医療の提

供を図るという観点からは，「函

館市夜間急病センター開設日数の

維持」とすることがより適切であ

ることから，変更いたしました。 

23 【「７ 具体的取組内容と成果指

標」中，「（１）生活機能の強

化」】 

ウ 産業振興 

③地場産業の育成 

創業支援の推進 

・ＫＰＩの変更 累計 220 件 

2015（H27）年度～2019（H31）

年度 ⇒ 累計 245 件 

2019（R1）年度～2023（R5）年

度 

本事業のＫＰＩの目標値として

いる函館地域創業支援等事業計画

の年間目標数と計画期間が変更さ

れたことに伴い，当該目標値を変

更いたしました。 

 

今回の書面協議結果を踏まえ，第２次南北海道定住自立圏共生ビジョン（第２
回変更）を令和２年１１月中旬までに策定する予定としています。 


